
私の留学した街、カリフォルニア州サンタバーバラは、
一年中温暖で自然に恵まれた美しい街です。建物は、ス
ペイン風の白壁に赤茶色の瓦屋根。通りやお店もスペイ
ン語の名前が多いので、なじむまでには、少し時間がか
かりました。また、スペイン語しか話せない住民も多く、
地元の学校で英語を習っている人たちもいました。
私は、メキシコ系アメリカ人の家庭で、２，３人の留
学生と共にホームステイをしていました。その家の主で
あるお父さんは、６０代前半で、不動産会社に勤めており、
週末や夜でも電話が入ると、すぐにお客さんの所へ飛ん
で行くという人でした。しかし、仕事の合間には、ドラ

イブがてら、丘の上
に立ち並ぶ邸宅を見
に連れて行ってくれ
たり、時には入居予
定の空き家の補修工
事や掃除を私たちに
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手伝わせてくれました。
お父さんは、昔、アルコールに依存していたことがあ

ったのですが、週末には、アルコール依存者の集会に出
席もしていました。そこへ私たち留学生を連れて行って
くれたりしましたので、集会の見学や参加者とのランチ
を共にする機会も与えてくれました。そこでは、それぞ
れの悩みや気持ちなどを打ち明け合い、お互いに理解し、
励まし合うことで、人々が懸命に生きている姿を間近に
見ることができました。お父さんは、禁酒して30年にな
ったということで、勲章を授与されたのですが、改めて
尊敬の念を抱きました。
サンタバーバラでの思い出はたくさんありますが、貴

重な経験を与えてくれたお父さんには、とても感謝して
います。弱気になると、いつも私に「Don't beａ wimp !
Be tough ! 」（弱虫になるな、強くあれ！）と、力強く
励ましてくれたお父さん。まるで昨日のことのように、
今も私の脳裏によみがえってきます。
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